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表題 東日本大震災の経験に基づいた地域のCOVID-19感染制御活動への貢献

別紙２

東北大学病院は、感染症指定医療機関として重症・中等症患者
を受け入れるとともに、東日本大震災の経験に基づき、宮城県内
の感染制御活動に貢献した。

2020年4月21日、全国的にPCR検査の実施が求められる中、全
国に先駆けて「ドライブスルー方式の新型コロナウイルスPCR
検査外来」を開始するとともに高齢者施設等のクラスター発生に
対して「出張PCR検査」を実施。2022年10月31日までに東北大
学病院の医師、歯科医師、看護師等、延べ3,800名が出務、
13,235名に検査を行った。
これと並行し、4月16日には「新型コロナウイルス軽症者等宿

泊療養施設（ホテル）」の医療支援を開始。ホテル内往診による
処方、採血、ポータブルレントゲン検査、酸素飽和度24時間モ
ニタリングシステム、抗体カクテル療法等により医療体制を強化。
医療逼迫の危機にあった第５波では、ケアレベルを軽症者用のホ
テル、往診機能を備えた医療機能付きホテル、入院の３段階に分
けた独自の医療体制をとり、ホテル内死亡０に貢献。これらは
2020年12月に設置された冨永悌二病院長を本部長とした宮城県
新型コロナウイルス感染症医療調整本部が主導。

2021年5月には、JR仙台駅前のビルに大学主体としては初とな
る「東北大学ワクチン接種センター」を設置、市民や東北大学教
職員・学生に加え、市内13大学の学生に接種を実施。一旦終了
となる11月12日までに、同センターには本院の医師のべ3284名
（37診療科）、歯科医のべ456名、薬剤師のべ338名の併せて
4078名が従事、516,513件の接種を実施。12月20日からは同セン
ターを再開し、３回目のワクチン接種を継続して対応中。スムー
ズな接種を可能としたのは同院メディカルITセンターが独自開
発した「ワクチン接種web予約システム」によるもの。2021年11
月にTOHOKU DX大賞最優秀賞を受賞。 第５波までの対応概要。第６波以降も同方針で対応を継続している。

ドライブスルー検査を行う大学の医師 ワクチン接種センターで調剤する大学病院薬剤師
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